
- 吹き抜けを介して生まれる新たな銀ブラ -07 Program

生態系を享受する建築は地球環境の恩恵を別
の形で利用者にも還元し，新たな都市の環境
装置として機能するエコロジカル建築となる．

人と動植物の共生空間である中央吹き抜け部
を支えつつ、柱の形状を操作することで、構
造体レベルでの生態系への配慮を行う .

生態系の恩恵を受ける環境計画
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06 Environment

生態系を配慮した構造計画

コアと樹上柱で構造担保

❸ファサード ❹土中環境 人と動植物の共生空間となる中央吹き抜け

❶立体トラス梁 ❷大梁

樹上柱
ボリューム
の接続

片寄コア
背後の構造
の支持

柱の設置面積の最小化

細い柱
存在感の
減少
樹上柱
設置面積の
最小化

05 Structure
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人間 /動植物空間の境界が揺るがされた建築では，かつての銀ブラにおいて体験することができ
なかった銀座生態系の息吹と隣接した銀座職人の技を同時に体験することができる．

活動を外部と接続す
るため水平軸を採用

外部環境を取り込む
ように空隙を設ける

生態系を誘致するた
めに線材を被覆する

視線による動線誘導
のスキップ構成

１. 人 / 動植物の境界を揺るがす

２. 建築の構成部材が動植物の受け皿となる

生態系を含めた銀座利用者のために建築を細分化する 2つの手法
04 Design -新たなネットワークを生みだす舞台の設計 -
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公園の管理負担伝統文化保全
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親子観光客老夫婦

食事

マルシェ・ギャラリ 休憩

体験空間

広場空間

緑化空間

体験・商業で育った植物を用いる

都市文化

提案

施設利用者

商業空間

周辺地域とのコラボ

価値の広がり 銀座の繁栄

草木染め

屋上養蜂緑化

地方文化

03 Scheme -銀座ネットワークのデザイン -

広がりをみせる新たな銀座ネットワーク
周辺の公園管理を通した中央区との繋がりや近隣都市・地方との文化的交流を通して，地域単位
での価値を創出する．また銀座の職人同士の関係性や職人と利用者の接点をもたらす場とする．

街路樹や公園の植物 剪定 利用
緑化
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WHAT IS BEE

WHAT IS BEE

価値❷都市緑化の産業化

価値❶文化の発展・維持

コンセプト：「生態系と銀座文化のネットワークハブ」

人の境界を揺るがし、生態系を建築内へと誘致する . 建築の内部では、ミツバチや植物などが消費 -
生産の循環を促す . 生態系と銀座文化の新たなネットワークハブとなる建築を設計する .
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養蜂や農業の体験を通して銀座の文化を学ぶ

雨水を受け止めビオトープを形成

鳥などの糞によって銀座の生態系を誘致

交差点に向けた段状広場は生態系を建築内に誘う

土中環境と連続した地下空間には多様な生物が集う

人と動植物の動線が交わる光あふれる吹き抜け
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- 銀座のネットワークを再編する -02 Proposal

建築内における染料の原料になる草花の事業は
Park-PFI 等を通して周辺へと波及し，公園の緑
地でさえも経済性を持つ緑化価値が生まれる．

各地域の繊維業や酪農業などの産業がネット
ワークでつながりコラボすることで，双方にとっ
て新しい価値を生み出すことができる．

近隣小学校や銀座に訪れた親子をターゲット
とし体験学習を開催する．ミツバチの知識を
正しく学び、生産と利用の機会を広げる .

緑地空間は都市に緑をもたらすだけではない．
銀座における都市緑化はそこから染料の原料と
なる花や香草を採取する事業性の可能性を持つ．

PARK-PFI の応用

近隣地域とのコラボレーション 建築を通したワークショップ

経済性を含意する緑地空間

生態系の広がりとネットワーク創出 建築内に広がる循環サイクル
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23 区における緑比率の比較
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01 Background -銀座を取り巻く環境 -

中央区の緑比率は他の区に比べ著しく低い．
しかし，文化の集積体である銀座には “量”
による緑化は現実的ではない．緑比率 23 位
だからこその新たな緑化の価値が必要である．

❸銀座≠“量” の緑化

消費行動の集中する銀座は生産という過程が
「外部化」され人の繋がりが希薄化している．
また運送にかかるエネルギーは環境問題にお
ける一つの大きな課題として捉えられている．

❷“銀座＝消費” の可能性

銀座には様々な職人が存在する．その中でも「手
芸」や「工芸」などの伝統的文化は時代の発展
に伴う転換期を迎えている．これらの職人文化
と消費者を繋げる新たな提案が求められる．

❶銀座に埋もれた職人文化

ミツバチは銀座のヒト・モノ・コトを繋ぐネットワークを構築する．ミツバチの創るネットワー
クは銀座に留まらず , 近隣 /郊外を含めた生産者同士の繋がりや新たなビジネスモデルを創出す
る可能性を秘める . 建築を通し銀座が都市と地方の交流の場となり，銀座文化と地方の技術が一
体となることで新しい価値を生み出し，銀座がそれを発信する場として機能する姿を未来に描く．
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00 Future Image -境界再編によるネットワークの広がり -

養蜂家×サラリーマン

虫観察×花観察

提案

クラブのママ×TV取材 お遊戯会×外国人

学生×職人

マルシェ×リッチマン

【歩行空間】利用者と生態系の領域が立体的に交差する．建築内の生物や文化に触れながら人々が銀ブラを楽しむ .

【エントランス】銀ブラ中の人々を引き込むような大空間．休憩しながらギャラリーなどによって銀座文化に触れる .

【屋上】子どもをはじめとする , あらゆる利用者が養蜂や草木染体験を通して，様々な植物や生物と触れ合う . 【商業空間】消費と生産の場が隣接している．野菜や花を自ら選定し，食事や製作までの一連の過程を体験する . 【地下空間】地下の土壌と接続された緑地帯．地上空間と一体的に設えることで開放的な広場を創出し、駅利用者に開放的な体験を体験させる【緑地空間】建築構成部材が蜂や鳥など生物の住処となり，受粉や種子散布が誘発されることで建築内に都市の生態系が出現する

BEE A NEXT GINZA
生態系と銀座文化のネットワークハブ

hlc-0157

私たちは銀ぶらの中で一匹のミツバチに出会った .
銀座という都市の中でミツバチに会うということは非常に新鮮な体験であった .
この蜂はどこに巣を作り、どこへ飛んでいくのだろうか .


